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標記の予定利率について平成22年度以降2.25％（現在3.2％）
が適用されることが確認できましたのでご案内致します。

当該率は連合会規約に定められており平成21年度までは経
過措置として予定利率3.2％が用いられておりましたが、経過
措置が延長されず本則が適用されることによるものです。

なお、代行部分については告示により平成22年度以降予定
利率4.1％（現在3.2％）が適用されます。（ ニュースNo.193）

ポイントポイント
※ご参考にＤＢ年金のお客様にも送付させて頂きます。

基本部分の連合会への資産移換額は、「代行部分の年金額×移換現価率①＋基本プラスアルファ部分の
年金額×移換現価率②」で求められる。

移換現価率①は既に告示で4.1％（現在は3.2％）と示されており、予定利率・死亡率の見直しにより代行部分
の移換額は減少する。

移換現価率②は連合会が規約に定める（現在は3.2％）が、予定利率の見直しにより基本プラスアルファ部
分の移換額は増加する。
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